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【事故ゼロプランとは】

平成27年3月27日

贄川
に え か わ

視距改良事業完成のお知らせ

～　国道１９号の交通事故を減らします　～

事故ゼロプラン

　国土交通省では、交通事故の危険性が高い区間として選定された「事故危険
区間」について、地域の方々にも危険な箇所として認識を持っていただきなが
ら、集中的・重点的に交通事故の撲滅に取り組む「事故ゼロプラン（事故危険
区間重点解消作戦）」を推進しています。贄川視距改良事業の箇所も「事故危
険区間」に位置づけられています。

　飯田国道事務所において平成２０年度より工事を進めてきました,塩尻

市贄川
にえかわ

・桃岡
ももおか

交差点付近の事業につきまして、このたび平成２７年３月

３０日（月）に完成し交通安全が確保されますのでお知らせします。

　当該区間は、掘り割り構造かつS字線形のため、視認性が悪く、過去に

は反対車線へはみ出し正面衝突による死亡事故で３時間以上の通行止め

があり、正面衝突や追突事故が多発する事故危険区間とされていまし

た。

塩尻市役所記者クラブ、木曽合同庁舎記者室

飯田国道事務所からのお知らせ

地域と連携した

緑の道づくり

国土交通省 中部地方整備局

飯田国道事務所

〒３９５－００２４
長野県飯田市東栄町３３５０番地

電 話 (0265) 53-7200（代表）
ファックス (0265) 53-7210
Ｅ-メール iikoku@cbr.mlit.go.jp
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中央分離帯設置区間

視距改良整備区間　L=340m
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【位置図】

視距改良区間

【平 面 図】
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中央分離帯（ガードレール）

【事業の概要】

・山側の土を削り道路の幅員を広く（W=8.0m→１２．４ｍ）して見通

しを良くします。

・対向車線はみ出し防止の中央分離帯を設置します。

・広くなった路肩は滞雪帯としても有効に活用できます。

拡幅箇所



断 面 図

現 況

改良案
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中央分離帯（ガードレール）

により対向車線へのはみ出

しが無くなります
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